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研究成果の概要（和文）：本研究では、トルコの EU 加盟をめぐる EU 内部のディスコースと
規範の変遷および EU内部での政策決定過程を分析した。とりわけ、（１）EUがトルコを「加
盟候補国認定」した 1999年以降、（２）トルコとの加盟交渉を開始した 2005年を経て、（３）
実質的な加盟交渉の凍結に至った 2006年および（４）それ以降の時期に焦点を当て、理論（お
もにコンストラクティヴィズムおよび言説分析の枠組みを使用）と実証の両面から分析を実施
した。この補助金を活用し、雑誌論文 3本（うち 1本は査読つき）、研究書に掲載された論文 4
本、国内外での学会報告論文 9本を世に問うことができた。深く感謝申し上げます。 
 
研究成果の概要（英文）：This study surveyed developments of discourses/norms within the 
EU on EU’s enlargement policy vis-à-vis Turkey. In particular, I focused on several 
important stages within the process, notably (1) the EU admitted Turkey’s ‘candidacy’ to 
the EU (1999-), (2) the EU started accession negotiations with Turkey (2005-), (3) the EU 
partially froze accession negotiations with the country (2006-), as well as (4) some 
important developments in terms of EU’s discourses and norms concerning this issue after 
such deadlock, by using theoretical frameworks of constructivism and discourse analysis. 
Thanks to this grant, I was able to write 3 journal articles (1 refereed), 4 chapters in 3 
edited volumes, and to present 9 papers at international academic conferences.  
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１．研究開始当初の背景 
 
本課題応募時（2006 年秋）、EU とトルコの
加盟問題は大きな緊張を孕んでいた。本課題
応募直前の時期、（EU加盟候補国）トルコが
（すでに 2004年に EUに加盟していた）キ
プロスを国家承認せず、トルコと EUとの間
で関税同盟を創出することをうたったアン
カラ協定付属議定書の規定に反して、同協定
をキプロスに対して適用しないという姿勢
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を示していたからである。EU の一部加盟国
はこれに対し、2005年 10月以降開始されて
いたトルコの EU加盟交渉を締結すべきと主
張していた。このような背景のもと、トルコ
と EUの関係に関する関心は、EUのみなら
ず、わが国でも極めて高くなっていた。本課
題採択時、EU はトルコとの加盟交渉を一部
凍結しており（2006年 12月）、その後の EU
トルコ関係の改善をどのようにおこなって
いくべきなのかについては、極めて大きな関
心を集めていた。 
 研究開始当時、EU/トルコ関係・あるいはト
ルコの EU加盟プロセスを国際関係論の観点
から分析していた研究は、日本ではまだ数が
少なかった。日本における同分野の研究では、
EU 加盟準備の進展によってトルコの政治・
経済体制がいかに変化しうるかという国内
情勢分析が主流であった。あるいは、EU・
トルコ関係に関する様々な問題を「ヨーロッ
パ 対 イスラム」という、宗教的対立軸の
なかから社会学的に理解しようとする研究
も目立っていた。しかし、とりわけ近年（と
くに本研究が主な対象としている 1999 年以
降）の EUとトルコとの関係は、単なる宗教
問題を超え、EU の機構的一体性や意思決定
プロセスの変革などといった地域的統合体
のあり方そのものに関する問題や、さらにト
ルコの加盟プロセスに先立っていた中・東欧
諸国の大量加盟による「拡大疲れ」、さらに
ヨーロッパとアラブ諸国との間の急激な関
係再構築など、国際政治的観点からの理解が
不可欠となっていた。本研究課題への応募は、
こうした従来の EU・トルコ関係研究の不足
点を補うことが大きな動機の一つとなって
いた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、トルコの EU加盟問題をめぐる
EU内部（加盟国政府および EU諸機構の政
治指導者）のディスコ―スと認識の変遷およ
び EU内部での政策決定過程（欧州委員会に
得おる対トルコ戦略形成過程、理事会などの
場における意思決定過程）を、国際政治の観
点から分析することを目的とした。また、同
問題を検討する上で重要な手掛かりとなる
諸概念（たとえば、同国の加盟の代替措置と
して議論されがちな「特権的パートナーシッ
プ」や、EU 側の受け入れ態勢の程度を問う
「吸収能力」など）の検討、トルコの加盟問
題の進展に直接・間接の影響を与えうる EU
対外政策（当面は EU拡大の対象とならない
諸国との関係強化を目指す「欧州近隣諸国政
策」や、西バルカン諸国やアイスランドと
EU との加盟交渉など）の動向、マスコミの
報道ぶり、など、同問題を取り巻きく諸要素
についても複合的に検討することを目的と
した。 
 なお、これまで私は EUの中・東欧諸国に
対する拡大（EU の東方拡大、あるいは第 5
次拡大と称されることも多い）を 10 年近く
研究していたが、研究の幅を広げるべく、そ
れまでほとんど手をつけていなかったトル
コの加盟問題に取り組みたく、本課題に応募
したという経緯があった。新たに開始したい
研究に若手研究者がチャレンジできる制度
がこの「若手」制度であり、個人的には全く
新たな領域に踏み込むきっかけを作ってく
ださったこの助成制度に深く感謝する。 
 
３．研究の方法 
 
理論的には、コンストラクティヴィズムおよ
び言説分析の手法を組み合わせつつ、EUのト
ルコに対する様々な規範と認識が、各段階で
の決定（あるいは非決定）にどのように影響
を与えたのかについて検討していった。この
理論的枠組みの構築と、EUの対トルコ言説の
マッピングを中心とした実証研究との組み
合わせで研究を実施した。資料的には、欧州
連合理事会、欧州理事会、欧州委員会、欧州
議会等、EUの諸機構から出された公式・非公
式資料、EUの諸機構や EU加盟国の政治エリ
ートのスピーチトランスクリプトや各種寄
稿等を中心に分析した。また、EUのセミオフ
ィシャル新聞である Agence Europeの記事や、
加盟各国のクオリティ・ペーパーの記事を使
用した。 
 
４．研究成果 
 
最初の 2年間は理論枠組みの構築と整理、最
後の 2年間は実証研究の積み上げに、それぞ
れ集中した。論文の執筆にも力を注いだが、
それ以上に、国内外の主要な学会で研究報告
を行い、可能な限りフィードバックを受ける
ことをまずは重視した。コンストラクティヴ
ィズムやディスコース分析などといった分
析枠組みは、日本ではまだ多数派とは言えず、
反対に欧米では非常に影響力が強い。このた
め、自らの構築した枠組みが、日本と欧米と
でどのように受け取られるのかを、学会報告
でいただけるコメントを通じて直接理解し
たいという気持ちが強かった。幸い、これま
でのところ、日本と米欧の双方で、非常に好
意的なフィードバックを得ることができ、今
後このテーマに向けて著書を完成させて行
くにあたり、非常に有意義であった。具体的
な研究成果は以下５．に記載している。 
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